
「
や
さ
し
い
手
話
教
室
」
が
、
月
曜
コ
ー
ス

は
九
月
二
十
二
日
（
月
）
に
、
金
曜
コ
ー
ス
は

一
〇
月
一
〇
日
（
金
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
開
講

し
ま
し
た
。
両
コ
ー
ス
と
も
に
一
〇
回
の
開

催
予
定
で
す
。
講
師
を
務
め
る
の
は
「
手
話

サ
ー
ク
ル
内
の
子
」
の
方
々
で
す
。 

講
師
か
ら
「
手
話
言
語
で
伝
え
合
う
楽
し

さ
を
知
り
、
ろ
う
者
と
日
常
会
話
が
で
き
る

よ
う
楽
し
く
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
参
加
者
は
少
し
緊
張
し
な

が
ら
も
、
楽
し
く
手
話
表
現
に
ト
ラ
イ
し
て

い
ま
し
た
。 

金
曜
コ
ー
ス
に
若
干
の
空
き
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
手
話
を
始
め
た
い
と
思
わ
れ

て
い
る
方
は
、
是
非
と
も
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

         

「手
話
施
策
推
進
法
」が 

施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

手
話
の
普
及
に
向
け
た
「
手
話
に
関
す
る

施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
手
話
施
策
推

進
法
）
」
が
、
今
年
六
月
二
十
五
日
に
公
布
、

施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

法
律
で
は
、
手
話
が
重
要
な
意
思
疎
通

手
段
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
手
話
を
使

っ
て
暮
ら
せ
る
環
境
整
備
等
を
進
め
る
こ

と
が
、
国
や
自
治
体
の
責
務
で
あ
る
と
明

記
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
国
や
自
治
体
は
、
手
話
の
習

得
や
、
国
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
啓
発

に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
法
律
で
は
、
九
月
二
十
三
日
を
、

「手
話
の
日
」と
定
め
、
啓
発
イ
ベ
ン
ト
し
て
、

毎
年
、
全
国
各
地
で
ブ
ル
ー
・
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
・イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。 

福
祉
館
ま
つ
り
人
権
講
演
会 

「み
い
ち
ゃ
ん
の
涙
の
意
味
」 

「命
の
大
切
さ
」と
「食
の
大
切
さ
」 

第
十
七
回
福
祉
館
ま
つ
り
「人
権
講
演
会
」

が
、
十
月
三
十
一
日
（
金
）
午
後
七
時
か
ら

開
催
さ
れ
、
「
い
の
ち
と
仕
事
」
と
題
し
て
、

元
熊
本
市
食
肉
解
体
作
業
員
の
坂
本
義
喜

さ
ん
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

食
肉
解
体
業
と
い
う
職
業
に
ま
つ
わ
る

絵
本
「
い
の
ち
を
い
た
だ
く
～
み
い
ち
ゃ
ん

が
お
肉
に
な
る
日
」
を
通
し
て
、
動
物
の
命

が
私
た
ち
の
食
べ
物
に
な
る
、
ご
く
当
た
り

前
の
出
来
事
に
、
「命
」や
「食
」の
「大
切
さ
」

が
あ
る
こ
と
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
坂
本
さ
ん

の
素
朴
な
語
り
口
に
、
六
十
七
名
の
参
加
者

は
大
い
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
し
た
。 

令和 7年 

11 月発行 

電話・FAX 

44-3410 

「月曜コース」開講式 

素朴に語りかける坂本義喜さん 

『や
さ
し
い
手
話
教
室
』月
曜
・金
曜
コ
ー
ス 

ス
タ
ー
ト
！ 「金曜コース」開講式  



『健
康
講
座
』の
ご
案
内 

今
年
度
、
第
四
回
目
の
講
座
は
、
ち
ょ
っ

と
体
を
動
か
し
、
大
笑
い
し
、
美
味
し
く
食

べ
て
、
免
疫
力
を
高
め
る
講
座
で
す
。 

○
講 

話 

笑
い
ヨ
ガ 

○
講 

師 

え
ひ
め
笑
い
ヨ
ガ
協
会 

丹
下
清
隆
（き
よ
ま
ろ
）
さ
ん 

○
調
理
実
習 

免
疫
力
ア
ッ
プ
料
理 

○
調
理
指
導 

内
子
町
管
理
栄
養
士 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

河
野
洋
子
さ
ん 

 

○
日 

時 

十
二
月
九
日
（
火
） 

 
 

午
前
九
時
～ 

○
場 

所 

う
ち
こ
福
祉
館 

会
議
室
・
調
理
室 

○
定 

員 

十
五
名 

○
参
加
費 

三
○
○
円 

○
持
参
品 

マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
頭
巾 

○
申
込
締
切 

十
二
月
二
日
（火
）
ま
で 

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。 

○
お
問
い
合
わ
せ
は
、
う
ち
こ
福
祉
館
ま
で 

        

よ
っ
て
み
ん
か
い 

「わ
い
わ
い
喫
茶
」 

毎
月
、
第
一
月
曜
日
、
午
後
一
時
か
ら
、

職
員
の
手
作
り
お
菓
子
を
楽
し
み
な
が
ら
、

館
利
用
者
、
地
域
住
民
の
方
々
と
の
交
流
の

場
「
わ
い
わ
い
喫
茶
」を
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま

す
。 

○
今
後
の
開
催
予
定 

☆
十
二
月
一
日
（
月
） 

☆
一
月
六
日
（
火
） 

☆
二
月
二
日
（
月
）  

 

☆
三
月
二
日
（月
） 

ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

定
期
利
用
サ
ー
ク
ル
紹
介
③ 

福
祉
館
を
利
用
す
る
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
で
す
。 

空
手
道
「錬
眞
館
内
子
道
場
」 

錬
眞
館
内
子
道
場
で
は
、
空
手
道
を
通

し
て
、
誰
よ
り
も
強
く
優
し
い
心
を
持
て
る

よ
う
、
豊
か
な
人
間
形
成
を
目
指
し
、
日
々

鍛
錬
し
て
い
ま
す
。 

稽
古
日
（
毎
週
月
曜
日
）
に
見
学
や
体
験

入
門
も
で
き
ま
す
。
是
非
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

○
稽
古
日 

毎
週
月
曜 

午
後
七
時
～
八
時
三
〇
分 

○
代
表
者 

渡
邉
智
樹 

指
導
者
三
名 

 

生
徒
数
一
〇
名 

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
う
ち
こ
福
祉
館
ま
で 

      

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
活
用
講
座 

「
ス
マ
ホ
を
も
っ
と
使
い
こ
な
し
た
い
」

「
ス
マ
ホ
に
変
え
た
け
ど
使
い
方
が
わ
か
ら

な
い
」そ
ん
な
お
悩
み
を
解
決
し
ま
す
。 

○
開
催
日
時 

十
一
月
十
二
日
（水
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
一
時
～
二
時 

○
場 

所 

う
ち
こ
福
祉
館 

保
健
衛
生
室 

○
参
加
費 

無
料 

○
定 

員 

八
名 

○
お
問
い
合
わ
せ
は
、
う
ち
こ
福
祉
館
ま
で 

 

年
末
大
掃
除
の
ご
案
内 

 

う
ち
こ
福
祉
館
の
年
末
大
掃
除
を
お
こ
な

い
ま
す
。
利
用
者
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

○
日 

時 

十
二
月
十
七
日
（水
） 

午
前
九
時
～
十
一
時 

※
掃
除
道
具
等
は
準
備
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て

防
災
訓
練
も
お
こ
な
い
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

技の正確さ、速さ、力強さ、どれも一級品 

こ
れ
ま
で
の
手
づ
く
り
お
菓
子 


